
第
九
十
七
回

演
題
目
次

日
本
医
史
学
会
総
会

会

長

講

演

開
拓
使
時
代
の
医
療

-=!= 

特

別

講

演

①

蝦
夷
地
と

ロ
シ
ア
|
|北
辺
医
史
学
の
背
宗
と
し
て
の
日
露
関
係
l
l
--:
:
・:
j
i
-
-
-
-

:
:
:
:
:
秋

特

別

講

演

②

現
代
ウ
イ
ル
ス
学
よ
り
み
た
ジ
ェ
ン
ナ
|
の
論
文
と
伝
記
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
加

般

口

演

1 

原
始
一
必
医
の
世
界
的
普
遍
性
の
考
察
j
i
-
-
:
:
:
:
:
・:
:
:
:
-
j
i
--
:
・-
j
i
-
-
:
:
:
:
・:
:
:
奥

2 

7馬

き
も
の
再
論

岡

3 

岸
田
吟
香
が
中
国
で
販
売
し
た
日
本
関
連
の
古
医
書
:
......
...
....
.....
..
 
・・
真

誠

・
陳

柳

4 

淳
子
意
伝
記
考

猪

5 

『清
医
胡
兆
新
問
答
録
』
|
|
一
八

O
四
年
の
中
国
医
へ
の
問
答
報
告
告
に
つ
い
て
|
|

郭

秀

梅

・
真

6 

中
国
古
代
人
体
内
景
図
に
於
け
る
脂
腹
、
脂
膜
に
つ

い
て
:

・
j

i

-

-

:

:
・:
:
:
・・
:
高

7 

新
発
見
の
馬
玄
台

『難
経
正
義
』

鉄

策

・
真

柳

-・・
王

8 

谷
野
一
栢
著

『難
経
抄
』
所
引
医
書
に
つ
い

て

j
i
-
-
:
:
j
i
-
-:
:
j
i
-
-
j
i
--宮 誠

・
小

曲
目
戸

回月ij奈富回宮司朝日畠
‘占4リJII 

信・
・・
・・・
(6
)

俊

幸
・

(
ロ
)

四

郎
i

i

l

i

i

、m
m
)

( 1 ) 

敬

之
:
:
:
(
辺
)

靖

雄
:
:

(
剖
)

捷
:
:
:
(
羽
)

祥

夫
:
:

(
羽
)

誠
::・

(
却
)

文

一
:
:
:
(
犯
)

洋
:
:
:
(
制
)
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浩

也
:
:
:
(お



9 

浅
田
刀て

伯
と
黄
遵
性骨

fft!， 

陳

10 

『傷
寒
論
』
の
「
煎

・
熱
」
に
対
す
る

『方
言
』
に
よ
る
解
釈

:
j
i
-
-:
問

回

研

士口

・
郭

11 

素
問

・
霊
枢
に
於
け
る
血
管
及
び
血
管
病
の
記
載
に
つ
い
て
・:
j
i
-
-
;
:
:
:
:
:
:
:
:
j

i
--:
家

12 

漢
代
の
医
療
技
術

っ

て

和

13 

中
国
十
六
世
紀
以
前
の
潟
血
療
法
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
・
:
:
・
:
友

弘
・
真

部

平日

14 

中
世

お
け
る
潟
血

藤

15 

歯
髄
の
歴
史

西

16 

溢
江
長
伯
が
蝦
夷
地
で
採
集
し
た
植
物
標
本
に
つ
い
て
・

・:
・
:
:
:
:
:
・

:
:
j
i
--
j
i
-
-:
山

17 

津
軽
に
お
け
る
貞
享
、
元
禄
年
間
の
ケ
シ
栽
培
の
実
態
:
:
;
:
-
j
i
-
-
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
・
:
:
:
松

18 

森
松
園
苑
の
書
簡
類
|
|
伊
沢
柏
軒
、
小
島
宝
素
、
喜
多
村
直
覚
、
多
紀
元
淡

・
元
倍
等

町

泉
寿
郎

・
小
曽
戸

19 

I地
門
五
哲
の
書
幅

曽
戸

洋

・
町

20 

北
里
柴
三
郎
口
述
中
川
愛
咲
編
纂
「
伝
染
病
研
究
講
義
」
の
内
容
及
び
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
の

発
見

っ

て

h-
Z丈

回

恵

・
田

21 

卵
管
の
発
見
者
、

ガ
プ
リ
エ

l
レ・

フ
ア
ロ
ッ
ピ
オ
に
つ
い
て

:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
・:
j
i
-
-
:
藤

22 

チ
ン
チ
ヨ
ン
伯
爵
夫
人
と
キ
ナ
渡
来
伝
説
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
・
:
・
:
・
:
:
:
:
:
:

泉

23 

『医
語
類
緊
』
(奥
山
虎
章
)
と
ミ
ミ
NS~
h
g
円

言

(
河
O

Z
巾
可

U
E間一一
印
O

コ
)

深

24 

北
陸

お
け
る
法
医
~ 
づじ

の
源
流

寺

25 

『裁
判
盤
的
学
提
綱
』
に
み
る
「
狂
」
の
用
語
に
つ
い
て

:
:
:
・
:
:
;
:
・
:
・
:
:
:
:
・
小
曽
戸 本田相H倉巻岸木口田瀬畑

捷
:
:

(お
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秀

梅
:
:
:
(
刊

誠

42 

裕

44 

誠
:
:・

(
必
)

郎
:
・
:
(
必

明

彦
:
:
:
(
印

喬
:
:
:
(臼

明

知
:
:
:
(
臼

( 2 ) 

洋
:
:
:
(
日

泉
寿
郎
・
:
:
(
臼
)

文

章
:
:
:
(
印

尚

男
:
:
:
(
臼

彪
之
助

:・
(臼

泰

E
E---
・・
(伺

喜

朔
:
:
:
(
回

明

子・
・・・・・
(
叩
)
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吉
村
喜
作
博
士
と
バ
ビ
ン
ス
キ
ー
徴
候
…
…
。
：
：
：
…
…
．
．
：
…
…
・
…
：
：
…
：
…
・
・
・
…

日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
医
療
伝
道
の
方
針
転
換
に
つ
い
て
の
一
考
察

釈
迦
と
キ
リ
ス
ト
の
患
者
の
治
療
の
実
態
に
つ
い
て
．
：
…
：
…
…
：
：
：
…
…
…
．
：
…
．

広
島
原
爆
救
護
活
動
補
遺
…
…
…
：
：
…
…
…
：
：
…
…
：
：
。
：
…
…
．
．
：
．
．
…
…
…
…
…

一
七
一
二
年
、
ボ
ス
ト
ン
に
お
け
る
天
然
痘
流
行
と
人
痘
法
の
施
行
：
：
．
…
…
：
：
・
・
・

ジ
ェ
ン
ナ
ー
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
話
題
：
…
…
・
…
…
：
…
・
…
：
：
．
：
…
・
…
・
…
：
：
…
：

フ
ラ
カ
ス
ト
ロ
の
伝
染
理
論
．
．
：
：
…
…
：
。
：
：
…
…
：
。
…
：
…
・
・
・
・
・
：
…
…
：
：
．
…
…
：
，

山
本
致
美
訳
『
扶
氏
診
断
」
と
島
村
鼎
甫
訳
『
扶
氏
診
則
」
．
：
：
…
…
…
・
・
・
：
…
…
：

足
立
長
焦
の
訳
書
『
産
科
礎
」
の
成
立
年
代
。
：
：
…
…
．
：
…
…
：
：
…
・
…
…
…
：
．
…
：

華
岡
青
洲
及
び
舂
林
軒
塾
に
関
す
る
岡
山
県
内
資
料
：
…
．
：
：
：
…
…
：
：
：
中
山

高
岡
長
崎
家
の
子
弟
教
育
に
つ
い
て
’
四
代
蓬
洲
、
五
代
浩
斎
を
中
心
に
…
．
：
。
…
…
．

デ
ン
マ
ー
ク
の
師
・
マ
ッ
セ
ン
博
士
に
宛
て
た
野
口
英
世
の
書
簡
：
：
…
…
：
．
：
・
・
…

児
玉
信
嘉
宛
野
口
英
世
略
書
簡
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
：
：
．
：
…
…
…
：
…
・
…
…
：
：

高
坂
駒
三
郎
と
旧
蔵
書
簡
上
森
鴎
外
書
簡
な
ど
：
：
…
・
…
．
：
…
・
…
…
。
：
…
…
…
・
・
：
、

森
鴎
外
の
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
に
お
け
る
衛
生
学
研
修
…
：
…
…
．
：
：
…
…
…
・
・
・
・
：
…
…
．

日
本
消
化
器
病
学
会
発
足
の
頃
・
…
…
…
…
：
…
…
…
．
：
：
…
…
．
：
：
：
…
：
：
…
：
：
…

初
期
の
皮
膚
科
学
に
お
け
る
東
大
と
京
大
：
：
…
…
…
：
。
…
…
…
・
・
：
…
…
：
・
・
・
：
：
…

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ロ
ー
レ
ッ
の
「
皮
膚
病
論
一
斑
」
…
…
：
：
…
・
…
…
．
：

せ
き
た
い

永
坂
石
塚
（
周
三
の
小
伝
と
日
本
整
形
外
科
へ
の
功
績
…
：
：
…
…
…
・
・
…
・
…
…
．

ゞ
：
：
・
田
代

；
…
・
高
安

一
・
・
…
杉
田

：
。
：
・
江
川

・
・
・
…
小
田

・
…
・
・
石
田

…
…
伊
藤

…
…
津
下

．
…
：
石
原

沃
・
石
田

…
…
正
橋

：
…
・
石
黒

…
…
石
原

…
。
：
小
田

…
．
：
武
智

…
…
大
村

…
…
長
門
谷

・
・
：
・
・
今
泉

…
…
蒲
原

健和 純 泰 義 暉 伸 邦洋敏秀晧理達剛純

子雄雄道宏孝治郎夫二年也二郎力哉行郎 I

（
花
）

（
別
）

（
乃
）

（
泥
）

（
帥
）

（
魂
）

（
別
）

（
部
）

（
錦
）

（
卯
）

（
兜
）

（
弧
）

（
％
）

（
兜
）

（
川
）

へ
似
）

〆
司
１
１
』

（
Ⅲ
）

（
川
）

、
ｎ
ｘ
Ｕ
“

（
Ⅲ
｝

（3）14］

26 

吉
村
喜
作
博
士
と
パ
ビ
ン
ス
キ

l
徴
候
:
:
:
:
j
i
--
:
j
i
-
-
-
・・

:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
回

27 

日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
医
療
伝
道
の
方
針
転
換
に
つ
い
て
の
一
考
察
:
:
:
:
:
:
高

28 

釈
迦
と
キ
リ
ス
ト
の
患
者
の
治
療
の
実
態
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-:
:

・
;
:
:
:
杉

29 

広
島
原
爆
救
護
活
動
補
遺

江

30 

一
七
二
一
年
、
ボ
ス
ト
ン
に
お
け
る
天
然
痘
流
行
と
人
痘
法
の
施
行
:
:
:
:
:
・
・
:

:::・
:

小

31 

ジ
ェ
ン
ナ
ー
を
め
ぐ
る
二
、

の
話
題

石

32 

フ
フ

カ
ス
ト
ロ
の
伝
染
理
論

伊

33 

山
本
致
美
訳

『扶
氏
診
断
』
と
島
村
鼎
甫
訳

『扶
氏
診
則
』
・・
:
:
:
:
・

j

i

---

-:
:
・:・
津

34 

足
立
長
儒
の
訳
書

『産
科
礎
』
の
成
立
年
代
:
・
:
:
:
:
:
:
・
・
・
j
i
-
-
:
:
・:
j
i
-
-
:
:
石

35 

華
岡
青
洲
及
び
春
林
軒
塾
に
関
す
る
岡
山
県
内
資
料
j
i
-
-
:
:
:
:
:
・
中

山

沃

・
石

36 

高
岡
長
崎
家
の
子
弟
教
育
に
つ

い
て

l
四
代
蓬
洲
、
五
代
浩
斎
を
中
心
に

j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
・:
正

37 

デ
ン
マ
ー
ク
の
師

・
マ
ツ
セ
ン
博
士
に
宛
て
た
野
口
英
世
の
書
簡
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:

:
j
i
-
--
石

38 

児
玉
信
嘉
宛
野
口
英
世
16 
書
簡

石

39 

高
坂
駒
三
郎
と
旧
蔵
書
簡
よ
話
外
書
簡
な
ど

40 

森
鴎
外
の
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
に
お
け
る
衛
生
学
研
修

武

41 

日
本
消
化
器
病
学
会
発
足
の
頃
・
-
-----
----
-------------------
---------
--------
-・:
:
・・・・・・
・・・
・・:・
・・
・・・大

42 

初
期
の
皮
府
科
学
に
お
け
る
東
大
と
京
大

:

:

・

:

:

・

・
・:
・:・

:
j
i
-
-
:
・長
門
谷

43 

ア
ル
プ
レ
ヒ
ト

・
フ
ォ
ン

・
ロ

l
レ
ツ
の
「
皮
府
病
論
一
斑
」

:
j
i
-
-:
:
:
:
:
:
j
i
--
:
:
:
今

せ
き
た
い

永
坂
石
壊
(
周
二
)
の
小
伝
と
日
本
整
形
外
科
へ
の
功
績

44 

:
蒲
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邦

雄・
:
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義

雄
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-・・
(花

泰

子

・
:
(剖

ル
山
唱

，W喝
川
什

郎・・
・・
・・(位

和

-
TJ

・
・
・
ヘ
リ
叶

4
4E

F
門

M
U

健

哉
:
:
:
(前

力
--
-・・・
(部

出屯

( 3 ) 

郎
・
:
(叩

岡リ

92 

達

也
:
:

(似

理

年
:
:
:
(弼

I倍

98 

秀

夫
・:・:
(削

敏

郎
・
:
「
剛
山
)

洋

治
:・:・

(刷

孝
・
:
・・
(胤
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宏
・・・
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明
治
前
期
に
お
け
る
医
師
試
験
制
度
と
奉
職
履
歴
医
に
つ
い
て
：
…
：
：
：
：
…
…
…
：
…
…
…
…
樋
口
輝
雄

一
八
八
八
年
の
医
学
校
処
分
に
つ
い
て
．
．
…
…
・
…
：
：
…
：
：
。
：
…
：
：
・
・
：
。
：
：
…
・
…
…
：
…
．
：
：
黒
澤
嘉
幸

財
団
法
人
・
日
本
医
学
専
門
学
校
の
学
校
騒
動
と
私
立
東
京
医
学
専
門
学
校
の
独
立
分
離
・
…
。
：
：
…
…
唐
沢
信
安

明
治
女
医
史
の
基
礎
的
研
究
…
：
：
：
：
．
…
…
：
。
：
…
…
…
：
．
．
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
：
。
：
．
…
…
・
三
崎
裕
子

明
治
廿
六
年
医
科
大
学
国
家
医
学
講
習
科
実
録
（
学
生
記
録
）
・
・
：
．
…
…
：
。
．
…
…
…
：
：
…
…
：
石
崎
達

太
田
正
雄
（
木
下
杢
太
郎
）
の
医
学
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
…
：
…
・
・
：
黒
川
一
郎
・
島
田
保
久
・
吉
田
信

徳
川
昭
武
公
の
「
順
天
堂
入
院
日
誌
』
に
つ
い
て
（
第
二
報
）
：
…
：
：
：
…
…
…
。
：
…
：
…
．
．
：
・
中
西
淳
朗

中
国
伝
統
医
学
と
道
教
薊
）
言
一
国
演
義
」
か
ら
．
…
…
．
：
。
…
：
…
：
…
…
：
．
：
：
…
…
：
．
：
…
…
吉
元
昭
治
．

民
間
急
救
療
法
・
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
．
：
…
…
：
：
…
：
．
：
：
…
…
：
・
・
谷
津
三
雄
・
渋
谷
鉱

日
本
に
お
け
る
作
業
療
法
の
歴
史
…
…
：
：
…
・
…
：
：
…
…
…
：
…
…
・
…
：
吉
見
契
子
・
鈴
木
明
子
．

「
看
護
」
と
い
う
言
葉
の
使
用
の
は
じ
め
（
第
一
報
）
ｌ
看
護
と
い
う
言
葉
は
い
つ
か
ら

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ｌ
・
…
：
…
…
…
．
：
：
…
…
・
・
・
・
…
…
…
．
。
…
・
…
．
．
：
…
…
…
・
・
：
…
…
…
・
平
尾
真
智
子
．

我
が
国
の
顕
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＜本号の表紙絵＞

開拓使札幌本庁舎

開拓使札幌本庁舎は開拓使顧問のアメリカ人、ホーレス・ケプロ

ンの案により、明治5年(1872)7月着工、6年7月上棟式を挙げ10

月に完成した。ケプロンの設計ということになっているが、実際は

ホルト等の手になったものとされている。場所は現在の北海道庁構

内の赤レンガ庁舎の北側、現庁舎の東側前方である。木造2階建の

洋風建築で、建築面積約558m2(168)坪、屋上に八角ドームを上げて

いる。この工事費は32,000円で、東京から大工、木挽、鍛冶等の職

人1,200余人を募集し､工作場と職人を収容するために新たに小屋60

棟、建坪4,32()坪を建築した。

この画は御雇技師ホルトが描写したもので、広漠とした構内に聲

立した洋風建築、八角ドームの上には北辰旗がひるがえっている。

この庁舎は明治12年(1879)1月失火で全焼し、再建した庁舎が通

称赤レンガと呼ばれているものである。（島田保久）
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